
② EMIS操作説明

　➢ 医療機関基本情報の入力
　
　
　➢ 緊急時入力
　➢ 詳細入力

→ 平時（災害が起きる前）に行う

→ 発災時に行う

医療機関の皆さんにお願いしたいこと



ＥＭＩＳポータルサイト

https://www.emis.mhlw.go.jp/public/s/

○ＥＭＩＳポータルサイトとは、ＥＭＩＳを利用する
　ための「入口」となるサイトです。

○このポータルサイトでは、以下の機能が利用でき
　ます。

　・ＥＭＩＳ（本番環境）へのログイン
　・研修・訓練、個人練習環境へのログイン
　・マニュアルの閲覧

○ポータルサイトへの接続ＵＲＬ



ＥＭＩＳポータルサイト
○ＥＭＩＳポータルサイトでできること
 ✔ＥＭＩＳ（本番環境）へのログイン
 ✔研修・訓練、個人練習環境へのログイン
 ✔マニュアルの閲覧

【ＥＭＩＳ（本番環境）へのログイン】
「医療機関・都道府県・市町村・保健所
 ・消防・その他組織の方はこちら」
をクリック



ＥＭＩＳポータルサイト

【研修・訓練、個人練習環境へのログイン】
「研修・訓練、個人練習はこちら」
をクリック

○ＥＭＩＳポータルサイトでできること
 ✔ＥＭＩＳ（本番環境）へのログイン
 ✔研修・訓練、個人練習環境へのログイン
 ✔マニュアルの閲覧

県が実施する訓練
(EMIS入力訓練含む)
はこちら

個人で練習する場合は
はこちら



ＥＭＩＳポータルサイト

【マニュアルの閲覧】
「操作動画・マニュアル」
をクリック

○ＥＭＩＳポータルサイトでできること
 ✔ＥＭＩＳ（本番環境）へのログイン
 ✔研修・訓練、個人練習環境へのログイン
 ✔マニュアルの閲覧



ログイン画面 ①

ポイント
・ユーザ名とログインＩＤはＧ-ＭＩＳのものでＯＫ
・ログインページ（本ページ）をブックマーク
 しておくとよい
 → https://www.med-login.mhlw.go.jp/s/login/

・スマートフォンやタブレット端末からもログイン
 可能（うまくログインできない場合は、スマート
 フォン等の「画面のポップアップブロック設定」
 をオフにしてください。）

ユーザ名とパスワードを入力し、
「ログイン」をクリック



ログイン画面 ②

「ＥＭＩＳ」をクリック



ＥＭＩＳのモード確認方法

ポイント
ＥＭＩＳには３つのモードがあります。
ログイン後、現在のモードを確認してください。
青：通常モード、 黄色：警戒モード、 赤：災害モード

↑通常モード

↑警戒モード

↑災害モード

ダッシュボード



ＥＭＩＳを利用する上で重要なこと
ＥＭＩＳには多くの機能がありますが、以下の作業に
ついては特に重要のため、必ずご確認ください。

○警戒モード・災害モード時に行うこと
・発災時（又は災害発生の恐れあり）の場合、県でモードの切替を行います。

・警戒モード・災害モードに切替後、各医療機関にはメールでお知らせが届きます。

・お知らせが届いたら、まずは「緊急時入力」を行い、その後、詳細入力をお願い
　します。

○平時に行うこと
・ＥＭＩＳに登録されている各医療機関の情報について、正しいものになって
　いるかの確認と、必要があれば修正をお願いします。



平時（災害が起きる前）
に行うこと



医療機関基本情報等の入力・更新

区 分 入力内容等
(１)マイページ

①基本情報 機関名称、所属都道府県、二次医療圏、市区町村、住所、通常電話番号 など

②機関区分情報 携帯電話番号、機関区分

③一斉連絡情報 一斉連絡に使用するメールアドレス、FAX番号

④被ばく施設情報 機関名称、住所、電話番号、施設管理者、メールアドレス など

平時における医療機関基本情報の入力は２種類のページがあります。
それぞれ、現在入力されている情報に誤りがないか確認し、必要に
応じて更新をお願いします。

平時における医療機関基本情報の入力（１）



医療機関基本情報等の入力・更新

⑴ ログイン者名の右横にある
 「Ｖ」マークをクリック。

⑵「マイページ」をクリック

⑶ マイページが表示されるので、
  それぞれのタブをクリックし、
  内容に誤りがないか確認。
  ※タブは４つあります。

⑷ 修正、更新する場合は、
  「編集」ボタンをクリック。

⑸情報を入力し、
 「送信」ボタンをクリック

① ② ③ ④

マイページの情報の更新手順



医療機関基本情報等の入力・更新

区 分 入力内容等
(２)医療機関基本情報

①基本情報
 【２ページ分】

医療機関名、都道府県、住所、代表電話番号、災害時用電話番号、衛星携帯電話番
号、代表FAX番号、施設管理者、担当者名、DMAT指定の有無、勤務医師数、病床数、
標榜科目 など

②施設情報１
 【８ページ分】

耐震構造の有無、医療機器等の固定状況、備蓄倉庫の有無、災害時用の医薬品・衛
生資器材、食糧、飲料水の備蓄状況、給水施設情報、電気関連情報、自家発電情報 
など

③施設情報２
 【５ページ分】

ライフラインに依存する医療機器等の保有状況、災害時救命医療に必要な備品の保
有状況、多数傷病者対応居室等の有無、DMAT受入れ居室の有無、ヘリポート情報 
など

そ
の
他

④施設管理
【１ページ分】

災害時の診療能力、平常時の診療能力、災害対応マニュアルの有無、災害訓練の実
施状況 など

⑤ＤＭＡＴ
 資機材情報
【３ページ分】

DMAT標準資器材（赤バック、貴バック、緑バック、AED、移動用モニター、輸液ポ
ンプ、担架、車両など）の情報

平時における医療機関基本情報の入力（２）



医療機関基本情報等の入力・更新

 「医療機関基本情報」を入力し更新する画面が表示されま
す。未入力事項を確認し、更新をお願いします。

ダッシュボードに、このような画面が表示されます

医療機関基本情報の更新手順

それぞれのタブごとの入力画面が複数あります。
入力後、      をクリックし、入力を進めてください。
なお、戻るときは、        で戻ってください。



医療機関基本情報等の入力・更新

 ・医療機関基本情報等の更新は、必ず本番環境  
  （ https://www.med-login.mhlw.go.jp/s/login/ からログインしたモード）
  で行ってください。
 

ポイント
それぞれの入力画面上部に、
何画面中の何番目か表示されます。
（←の例は「基本情報の入力（1/2）」
 と表示されており、全部で２つある
 基本情報の入力画面のうち、
 １番目を表示していることを示しています）

・医療機関の基本情報は、原則、旧ＥＭＩＳから移行されていますが、
 現在の登録内容の誤りや未入力の項目がないか、今一度ご確認ください。
 誤りや未入力がある場合、正しい情報の入力をお願いします。

注 意



多くいただく質問

Q トップページに
「医療機関基本情報のうち、一部の情報が入力
されていません。」と表示されます。
入力できるところは入力しましたが、どうした
らよいでしょうか？



A 以下の項目に空欄がないかご確認ください

（2/2）
■開設者種別
■ドクターヘリ基地病院の指定  ※1
■DMAT 指定医療機関 ※1
■勤務医師数
■医療法許可病床数（一般）
■医療法許可病床数（結核）
■医療法許可病床数（感染）

【基本情報】
（1/2）
■災害時用電話番号1
■災害時用電話番号2
■衛星携帯電話番号1
■衛星携帯電話番号2

※1…必須項目
※2…画面右上のマイページの一斉連絡情報より編集可能

■代表FAX 番号
■施設管理者
■担当者名
■EMIS 入力担当者1

■手術室数
■稼働病床数
■ICU 病床数
■標榜科目情報
■FAX1  ※2
■メールアドレス1 ※2

✓ 該当がない場合は
 「なし」や「無」と入力してください。

✓電話番号などの数字を入力する項目
 について、該当がない場合は
 「０」や「-」を入力してください。

✓入力後、「医療機関基本情報が●日
 以上更新されていません。」という 
 メッセージが表示されます。
 
       ↓
 このメッセージが表示されたら

　　　　　入力完了です



発災時に行うこと



ポイント
災害モードまたは警戒モードの間は、ダッシュボードから
緊急時入力の修正を行うことができます。

【発災時】ログイン後に行うこと①：緊急時入力
発災直後の医療機関情報（医療機関として機能しているか、支援が必要か）
の入力を行います。

支援要否の状況

ライフライン支援、物資支援、診療支援、搬送支援等のいずれかにおいて必要な場合は
「要支援」を選択

入院病棟の危険状況

入院病棟が「倒壊又は倒壊の恐れ」「火災」「浸水」がある場合に“有”を選択

ライフライン・サプライ状況

電気、水について平時と同様の供給が無い場合“無”を選択
また医療ガス・医薬品・衛生資器材について平時と同様の在庫の供給が無い場合は“不足” を選択

必要な支援内容

支援「要」の場合のみ記載

【入力画面前段】



【入力画面後段】
それぞれ以下の場合に情報を入力してください。

緊急連絡先
  事前にＥＭＩＳに登録している情報と異なる
  場合のみ入力
必要な支援内容
  支援要否の状況を「要」とした場合のみ入力
  必要な支援の具体的な内容を記載してください

ポイント
災害モードまたは警戒モードの間は、
ダッシュボードから緊急時入力の修正を行うこ
とができます。

【発災時】ログイン後に行うこと①：緊急時入力



入力が完了（    をクリック）
すると、このような画面が表示されます。

引き続き、被災状況の詳細入力を行います。

ポイント

「緊急時入力」が完了しないと
「詳細入力」ができません。
必ず、「緊急時入力」の作業を行ってください。

【発災時】ログイン後に行うこと①：緊急時入力



画面左側の「被災状況の詳細入力」を
クリックすると、入力画面が開きます。
下へスクロールすると
・ 震度
・ 建物の危険状況
・ ライフライン･サプライ状況

の入力画面が出てきます。
それぞれ入力し、   をクリック
してください。

1.クリック

⒉ 入力して
 「更新」をクリック

【発災時】ログイン後に行うこと②：詳細入力

９

医療機関の情報がある程度把
握できた頃に入力を行います。
医療機関の状況、災害医療の
実績等を入力してください。

ポイント
 右上の「緊急時入力」をクリックすると
 緊急時入力画面に戻ります。



【発災時】ログイン後に行うこと②：詳細入力

震度
地震があった場合は震度をプルダウンから選択

建物の危険状況

「入院病棟」「救急外来」「一般外来」「手術室」
の各施設ごとに「倒壊または倒壊の恐れ」「火災」
「浸水」の有無を選択

その他

「倒壊又は、破損の恐れ」「火災」「浸水」以外
に場の危険を来している状況があれば、その場所
と要因を入力

ここまでで一度    をクリック



【発災時】ログイン後に行うこと②：詳細入力
ライフライン・サプライ状況

・現在のライフライン・サプライの状況を個別に選択

・選択した状況により不足の可能性があるものに
 ついては「残り日数」を入力

・医療ガスとは主として「酸素」を意味する

・「不足している医薬品」欄には、不足している
 医薬品名を具体的に入力
 ※「残り日数」及び「不足している医薬品」は、
    選択した内容によって入力できるようになります
   例えば、電気使用状況にて "正常" を選択すると、 
   「残り日数」は入力できません

現在の手術及び人工透析の実施可否を選択
手術・透析の状況



【発災時】ログイン後に行うこと②：詳細入力
現在の患者数状況

「発災後、受け入れた患者数」
  発災後に外来受診及び転院搬送等で受け入れた
  患者数の累計を入力
「在院患者数」
  受け入れた患者数を含めた、外来と入院患者の
  総数を入力

今後、転送が必要な患者数重症度別患者数

入院患者（発災後に外来で受け入れて入院した患者
を含む）のうち、転送が必要な患者数を入力。人工
呼吸／酸素が必要な患者数、担送／護送者数を入力
することで、どのような患者の転送が必要かを発信
する。

今後、受け入れ可能な患者数重症度別患者数

今後、入院受け入れが可能な患者数を入力。人工呼
吸／酸素が必要な患者数、担送／護送者数を入力す
ることで、どのような患者の受け入れが可能かを発
信する。



【発災時】ログイン後に行うこと②：詳細入力
外来受付状況、および外来受付時間

外来受付の状況を入力

職員数

EMIS入力時点において施設全
体での各職員数、出勤可能な
職員の総数を入力

ここまで再度    をクリック

ポイント

詳細入力についてはすべてを
入力する必要はありません
わかるものから、随時
入力するようにしてください


